
資料１ 

災害に強い首都「東京」の形成に向けた連絡会議 

 

設立趣意書 

 

 

我が国の社会経済活動の中心である首都「東京」は、都市機能が高度に集積する一

方、海面水位より低い地域に市街地が形成され、また密集市街地が広がるなど、洪水・

地震等の自然災害に対するリスクが極めて高い地域である。このため、ひとたび大規

模災害が発生すると、多くの人命が失われるとともに、社会経済活動が麻痺し、ひい

ては我が国全体や世界全体に影響を及ぼす恐れがある。 

これまでも洪水・地震等に備えて、堤防や洪水調節施設等の整備、住宅の不燃化・

耐震化、防災生活道路の整備等のハード対策に加えて、避難対策等のソフト対策を着

実に進めてきた。一方で、気候変動による大規模洪水や首都直下地震の危険性や切迫

性が高まっている。 

このことから、首都「東京」において大規模洪水や首都直下地震等による壊滅的な

被害の発生を回避できるよう、国と東京都がハード・ソフト両面から連携し、防災ま

ちづくりを強力に推進していくため、「災害に強い首都「東京」の形成に向けた連絡会

議」を設置するものである。 

 

 


